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傾いた立方体の容器・１ 

 

 立方体の形をした容器に，図１のように水を入れてあります。この容器は空

いている面がないので，傾けても水がこぼれることはありません。頂点Ｆを床

につけた状態で，面ＡＢＣＤの対角線の交点ＭがＦの真上にくるように容器を

傾けます。以下の問いに答えなさい。容器の厚みは考えません。 

 

 

（１）水面が頂点Ｂと重なるとき，容器に入っている水の量は容器の体積の何倍ですか。 

 

 

（２）水面が頂点Ｇと重なるとき，容器に入っている水の量は容器の体積の何倍ですか。 

 

 

（３）水面が辺ＢＣの中点と重なるとき，容器に入っている水の量は容器の体積の何倍ですか。 

 

 

 【練習用】 
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傾いた立方体の容器・１ 
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（１）点Ｍが頂点Ｆの真上にくるということは，地面と水面が直線ＭＦと垂直に交わるということです。図

①は直線ＭＦと垂直に交わる面のイメージで，水量に応じて点Ｆに近づいたら遠ざかったりします。立

方体を正面及び右から見ると，ＭＦは図②のようになり，水面と容器が交わる線は点線のようにＭＦと

垂直になります。 

 

   図①                図② 

 

 

 

 

 

 

 

頂点Ｂを通る水面と面ＢＦＧＣが交わる線は図③のＢＩのようになり，点Ｉは辺ＣＧの中点です。水

面と面ＣＧＨＤが交わる線は図④のＩＨとなります。よって，水面は図⑤のひし形ＢＩＨＪになり，点

Ｊは辺ＡＥの中点です。ひし形ＢＩＨＪは立方体をちょうど半分に分けているので，水の量は容器の容

積の
１

２
倍です。 

 

   図③         図④        図⑤ 
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（２）頂点Ｇを通る水面と面ＢＦＧＣが交わる線は図⑥のＫＧのようになり，点Ｋは辺ＢＦの中点です。水

面と面ＢＦＥＡが交わる線は図⑦のＫＥとなります。よって，水面は図⑧の二等辺三角形ＫＧＥになり

ます。三角すいＫＦＧＥの体積は，容器の容積の
１

２
×

１

２
×

１

３
＝

１

１２
（倍）です。 

   なお，直線ＧＥは，真上から見たときに図⑨のように直線ＭＢと垂直に交わる線の１つになっていま

す。 

 

   図⑥        図⑦        図⑧           図⑨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）立方体の１辺の長さを４として，立方体を正面から見ると図⑩，右から見ると図⑪，真上から見ると

図⑫のようになるので，水面は図⑬の五角形になります。ありふれた立体切断の体積の計算をして， 

７１

９６
倍です。 

 

   図⑩        図⑪        図⑫         図⑬ 
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